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北
大
に
お
け
る
文
芸
活
動
の
変
遷

神

谷

孝

忠

は
じ
め
に

北
大
に
文
芸
部
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、

の
一
一
一
誌
が
創
刊
さ
れ
、
こ
の
う
ち
の

(
大
正
一

O
)
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
三
月
、

創
刊
号
が
「
北
大
文
芸
』
の
創
刊
を
か
ね
て
刊
行
さ
れ
た
。
「
北
大
文
芸
』
は
一
九
四

六
)
年
一
月
に
四
一
号
を
出
し
て
終
刊
し
て
い
る
。
一
九
二
一
年
に
な
っ
て
文
芸
活
動
が
に
わ
か
に
さ
か
ん
に
な
っ
た
背

一
九
一
八
年
に
北
海
道
帝
国
大
学
が
発
足
し
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
創
設
以
来
の
戦
前
の
北
大
文

芸
部
に
属
し
た
人
は
数
多
い
が
、
吋
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
(
講
談
社
、
一
九
七
七
年
)
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
北
大
文
芸
部
出
身

の
文
学
者
は
、
北
大
で
農
業
経
済
を
講
じ
た
こ
と
も
あ
る
小
説
家
の
早
川
三
代
治
、
詩
人
・
一
評
論
家
の
外
山
卯
三
郎
、
詩
人
で
北
大
山

岳
部
を
創
っ
た
伊
藤
秀
五
郎
、
同
じ
く
詩
人
の
河
都
文
一
郎
と
い
っ
た
と
こ
ろ
の
名
が
載
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
文
芸
部
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
広
く
文
芸
活
動
を
眺
め
る
こ
と
を
主
眼
に
し
て
資
料
の
整
理
を
心
が
け
て
み
た
い
。
そ
れ
と
い

九

ど
ろ
き
」
「
氷
河
』

(
昭
和

景
に
は
、
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う
の
も
、
「
北
大
文
芸
』
回
O
号
(
一
九
悶
O
年
十
二
月
)
に
寄
せ
た
外
山
卯
三
郎
の
弓
北
大
文
芸
」
の
文
化
的
意
義
」
の
最
後
に
、

「
「
北
大
文
芸
」
の
一
歴
史
的
な
記
録
は
別
に
機
会
が
あ
れ
ば
書
い
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
資
料
を
文
芸
部
も
集
め
て
措
い

て
ほ
し
い
も
の
だ
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
後
文
芸
部
も
解
散
し
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、
誰
も
手
を
つ
け
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
北
大
の
文
芸
活
動
に
ふ
れ
た
文
献
と
し
て
、
文
芸
部
の
創
設
に
尽
力
し
た
菅
原
道
太
郎
の
「
平
原
社

時
代
の
思
い
出
」
(
「
北
海
道
文
学
」
二
一
一
1
二
六
号
、
一
九
六
六
年
四
月
1
六
七
年
八
月
)
、
木
原
直
彦
著
「
北
海
道
文
学
史
i
大
正
・

昭
和
戦
前
編
i
』
(
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
四
月
)
な
ど
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
参
照
し
つ
つ
、
史
的
変
遷
を
た
ど
っ

て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
料
的
な
価
値
を
も
た
せ
た
い
と
思
う
。

前
史

H
i
i
「
恵
林
」

室
町
ナ
芸
会
雑
誌
」
|
|

吉
川
林
」
の
創
刊
は
一
八
九
二
(
明
治
二
五
)
年
五
月
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
は
一
八
九
五
(
明
治
二
八
)
年
十
二
月
ま
で
一
八
号
を

出
し
、
一
九
口
ず
か
ら
は
、
史
子
芸
会
雑
誌
」
と
改
題
さ
れ
一
九
O
O
(
明
治
三
三
)
年
十
二
月
ま
で
に
三
四
号
を
出
し
て
い
る
。
「
恵
林
」

創
刊
号
は
、
発
行
兼
印
刷
人
・
小
西
和
太
郎
、
編
集
人
・
成
田
家
平
、
発
行
所
は
札
幌
農
学
校
予
科
内
・
学
芸
会
と
な
っ
て
い
る
。
論

説
が
中
心
の
学
術
的
な
雑
誌
だ
が
文
芸
欄
も
あ
り
、
創
刊
号
を
見
る
と
、
松
坂
小
史
の
名
で
「
瑞
麗
美
談
・
う
ゐ
る
へ
る
む
・
て
る
」

「
瑞
西
美
談
・
維
簾
・
汀
流
」
と
い
う
小
説
の
ほ
か
漢
詩
が
載
っ
て
い
る
。
一
八
九
二
年
と
い
え
ば
、
す
で
に
坪
内
遭
遇
、
二
葉
亭
四

迷
な
ど
に
よ
っ
て
近
代
文
学
が
進
行
し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
恵
林
」
の
文
芸
欄
に
み
る
か
ぎ
り
、
新
し
い
文
学
の
波
は
北
海
道

に
及
ん
で
い
な
い
。
二
号
の
湘
川
漁
夫
「
心
の
浮
閥
」
、
五
号
の
鼓
山
人
「
西
海
の
嵐
」
な
ど
を
読
ん
で
も
、
明
治
初
頭
の
競
作
小
説

あ
る
い
は
翻
訳
小
説
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。
短
詩
型
で
も
、
詩
は
文
語
定
型
詩
が
多
く
、
短
歌
、
俳
句
も
旧
態
を
残
し
て
い
る
。
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こ
の
傾
向
は
「
学
芸
会
雑
誌
」
に
改
題
し
て
か
ら
も
同
じ
で
あ
る
が
、
き
わ
だ
っ
て
い
る
の
は
紀
行
文
で
あ
り
、
北
海
道
の
未
開
地

を
旅
し
そ
の
新
鮮
な
自
然
へ
の
畏
敬
が
印
象
的
で
あ
る
。
「
恵
林
』
吋
学
芸
会
雑
誌
』
に
つ
い
て
ま
と
め
れ
ば
、
文
芸
面
で
は
新
時
代
を

反
映
す
る
作
品
は
出
て
い
な
い
が
、
紀
行
文
に
お
い
て
す
ぐ
れ
た
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
紀
行
文
に
あ
ら
わ
れ
た
荒
々
し

い
自
然
と
の
遭
遇
と
い
う
新
鮮
さ
が
、
や
が
て
多
く
の
人
を
北
海
道
に
引
き
寄
せ
る
要
因
を
作
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち

な
み
に
学
芸
会
の
会
頭
は
新
渡
一
戸
稲
造
、
庶
務
幹
事
と
し
て
小
川
運
平
、
小
問
和
太
郎
、
佐
藤
庄
介
、
編
集
幹
事
と
し
て
一
柳
直
朗
、

市
原
徳
治
な
ど
の
名
が
コ
忍
林
』
の
四
号
に
載
っ
て
お
り
、
こ
の
中
の
佐
藤
庄
介
と
は
、
初
代
学
長
を
務
め
た
佐
藤
田
臼
介
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
佐
藤
昌
介
の
妹
佐
藤
締
子
は
島
崎
藤
村
が
明
治
女
学
校
で
教
え
た
生
徒
で
あ
る
と
と
も
に
恋
し
た
女
性
で
あ

る
。
轍
子
は
札
幌
農
学
校
に
学
ん
で
い
た
鹿
討
豊
太
郎
と
い
う
従
兄
の
婚
約
者
が
お
り
、

結
婚
し
た
が
、
八
月
に
は
二
五
歳
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。

一
八
九
五
(
明
治
二
八
)
年
五
月
に
札
幌
で

史
子
芸
会
雑
誌
」
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
三
四
号
(
一
九
O
O
年
十
二
月
)
に
有
島
武
郎
が
「
人
生
の
帰
趨
(
独
立
と
服
従
)
」
と
い
う

一
八
九
六
(
明
治
二
九
)
年
に
入
学
し
一
九
O
一
年
に
卒
業
し
た
有
島
武
郎
の
学
生
時
代
の
唯
一

論
説
を
書
い
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

の
文
章
で
あ
る
。
「
学
芸
会
雑
誌
』
は
三
五
号
か
ら
「
文
武
会
雑
誌
』
と
改
題
さ
れ
、
一
一
一
六
号
に
は
「
人
生
の
帰
趨
」
の
後
半
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
文
武
会
雑
誌
』
は
一
九
O
八
(
明
治
四
一
)
年
ま
で
に
五
二
号
を
出
し
て
い
る
が
、
北
大
船
属
図
書
館
に
あ
る

も
の
で
は
四
二
号
か
ら
五
二
号
ま
で
が
欠
け
て
い
る
。

前
史
仲

l

i
「
文
武
会
々
整

i

l

吋
文
武
会
々
報
」
と
改
題
さ
れ
た
の
は
五
三
号
か
ら
で
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
文
芸
摘
が
前
面
に
出
て
き
て
い
る
の
が
特
鍛
で
あ
る
。
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武
会
々
報
」
が
出
た
一
九
O
八
(
明
治
四

)
年
は
、
札
粧
農
学
校
が
東
北
帝
国
大
学
の
農
科
大
学
と
な
っ
た
年
で
あ
る
と
と
も
に
、

一
九
O
三
(
明
治
三
六
)
年
か
ら
一
九
O
七
年
ま
で
外
国
留
学
し
て
い
た
有
島
武
郎
が
一
九
O
八
年
一
月
か
ら
英
語
教
師
と
し
て
赴
任

し
て
い
る
。
「
文
武
会
々
報
』
の
五
三
号
に
は
有
島
武
郎
の
「
イ
プ
セ
ン
雑
感
」
、
吹
田
麗
風
「
独
逸
の
世
話
物
」
が
載
っ
て
い
る
。
吹

田
麓
風
と
は
一
九
O
七
(
明
治
四
O
)
年
に
東
大
独
文
科
を
卒
業
し
て
有
島
と
と
も
に
赴
在
し
た
吹
田
順
助
の
こ
と
で
ド
イ
ツ
語
の
教

244 編文詰昔

部
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
出
会
い
は
北
大
の
文
芸
活
動
に
活
力
を
与
え
た
と
い
う
意
味
で
大
き
い
。
有
島
武
郎
の
短
編

吹
田
が
有
島
の
家
に
寓
居
し
て
い
た
当
時
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
五
四
口
す
に
は
吹
田
願
助
「
何
故
に
吾
人
は
悲
離
を
楽
し
む
乎
」
、

五
七
号
か
ら
六
五
号
ま
で
、
有
島
武
部
の
イ
プ
セ
ン
を
論
じ
た
「
プ
ラ
ン lま

有
島
武
郎
「
米
国
の
毘
園
生
活
」
「
日
記
よ
り
」
が
載
り
、

ド
」
が
連
載
さ
れ
て
い
る
。
「
文
武
会
々

が
文
芸
面
に
特
色
を
出
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
原
田
三
夫
の

い
出
の
七
十
年
」

誠

文
堂
新
光
社
、

一
九
六
六
年
三
月
)

の
中
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

明
治
国
十
年
の
十
二
月
か
ら
、
回
覧
雑
誌

を
発
行
し
た
。
木
曽
の
好
き
で
あ
っ
た
私
は
桟
雲
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム

ら
紀
行
文
を
そ
れ
に
書
き
、

ベ
ン
、
不
i
ム
露
光
の
東
野
は
短
篇
小
説
を
書
い
た
。
こ
の
雑
誌
は
冊
目
す
で
つ
ぶ
れ
た
が
、
学
校
の
雑

誌
「
文
武
会
報
」
を
編
集
し
て
い
た
本
科
生
の
飯
塚
露
戸
、
本
名
直
彦
が
、
星
学
会
の
時
人
に
寄
稿
を
求
め
、
藍
野
も
私
も
投
稿

し
て
、
そ
れ
か
ら
「
文
武
会
報
」
が
文
学
的
な
も
の
に
な
っ
た
。

吋
文
武
会
々
報
」
は
一
九
二
六
(
大
正
一
一
点
)
年
ま
で
に
九
六
号
を
出
し
て
い
る
が
、

九

(
大
正
一

O
)
年
に
文
芸
部
が
で

き
た
こ
と
で
九
一
号
以
後
は
文
芸
欄
が
消
え
て
い
る
。
有
島
町
武
部
以
外
に
目
に
つ
い
た
も
の
を
あ
げ
る
と
、
秋
元
喜
久
雄
「
レ
i
ナ
ウ

の
詩
に
反
映
せ
る
「
夜
』
と
「
死
亡
(
五
六
号
)
、
吹
田
順
助
「
鳴
瀬
録
」
(
五
九
口
芝
、
新
島
善
藍
「
ウ
イ
ツ
テ
ル
ベ
ル
ク
の
三
時
間
」

(
六
二
号
)
、
吹
田
順
助
「
戯
泊
に
お
け
る
観
念
」
(
六
六
号
)
、
佐
久
間
政
一

「
戯
曲
の
非
現
代
的
と
所
謂
近
代
的
な
る
技
巧
に
つ
い



て
」
、
金
一
苅
佑
啓
「
泰
商
文
学
研
究
上
に
於
け
る
神
話
の
価
値
」
(
七
一
号
)
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
教
師
連
の
積
極
的
寄
稿
が
目
立
つ

て
い
る
。
「
文
武
会
々
報
』
の
文
学
的
価
値
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
六
九
号
(
一
九
二
一
一
年
六
月
)
に
発
表
さ
れ
た
有
島
武
郎
の
「
ワ
ル
ト
・

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
一
断
面
」

で
あ
る
。
す
で
に
「
二
つ
の
道
」
(

九

O
年
五
月
)
に
よ
っ
て
文
学
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
と
き
、
そ
こ
に
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
影
響
を
強
く
受
け
た
あ
と
が
見
ら
れ
る
が
、
「
ワ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
一
断
面
」
は
と
く
に

自
然
へ
の
憧
壊
に
力
を
入
れ
て
学
生
に
も
わ
か
り
や
す
く
誉
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
章
の
影
響
力
の
強
さ
は
、
の
ち
に
小
説
を

金
百
く
よ
う
に
な
っ
た
北
大
予
科
の
早
川
三
代
治
が
「
ワ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
抱
愛
」
(
八
二
号
、
一
九
一
'
七
年
十
二
月
)
を
書
い

て
い
る
の
を
は
じ
め
、
八
九
号
に
は
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
「
黄
昏
」
を
叩
服
部
耕
平
が
訳
出
し
て
載
せ
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
る
。

吋
文
武
会
々
報
」
の
意
義
は
有
島
武
郎
を
中
心
に
イ
プ
セ
ン
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
受
容
と
展
開
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ

で
文
芸
的
な
気
運
が
芽
生
え
て
、
一
九
一
二
(
大
正
一

O
)
年
以
後
の
文
芸
活
動
に
刺
激
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で

も
有
島
を
介
し
て
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
思
想
に
ふ
れ
た
こ
と
で
文
学
的
に
目
覚
め
た
早
川
三
代
治
に
焦
点
を
あ
て
て
み
る
こ
と
が
必
要
に

な
る
。
有
島
武
郎
は
一
九
一
五
(
大
正
四
)
年
に
予
科
教
授
を
辞
職
し
て
上
京
し
、
本
格
的
な
文
学
活
動
に
入
っ
た
が
、
北
大
で
ま
い

た
種
は
有
島
が
去
っ
た
あ
と
に
少
し
ず
つ
開
花
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

早
川
三
代
治
の
登
場

早
川
三
代
治
の
「
ワ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
抱
愛
」
に
よ
れ
ば
、

一
八
九
五

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
と
の
出
会
い
は
中
学
二
一
年
の
と
き
だ
と
い
う
。

(
明
治
二
八
)
年
生
ま
れ
の
早
川
が
中
学
三
年
と
い
え
ば
、

一
九
一

O
年
ご
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
年
は
前
述
の
よ
う
に

北大における文芸活動の変遂245 



棒
」
が
創
刊
さ
れ
、
有
島
の
「
二
つ
の
道
」
が
発
表
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
を
広
く
紹
介
し
た
早
い
例
と
し
て
、
高
山

樗
牛
の
「
ワ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
ト
(
吋
早
稲
田
学
報
』

一
八
九
八
年
五
月
)
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
は
正
に
是
の
時
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弊
の
救
済
者
を
以
て
自
ら
任
じ
た
る
な
り
」
と
い
う
視
点
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
以
来
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
は
一
部
の
人
に
熱
狂
的
に
迎

謀者文

え
ら
れ
、

の
創
刊
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
早
川
三
代
治
も

し
て
予
科
に
入
っ
て
よ
り
深
く
知
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。
早
川
三
代
治
の
文
章
か
ら
引
用
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

な
ど
に
よ
っ
て
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

三&
口湖

予
科
に
短
い
間
同
教
鞭
を
と
っ
た
こ
と
の
あ
る
パ
ア
ト
レ
ッ
ト
氏
に
よ
っ
て
、
教
師
と
し
て
で
は
な
く
、
自
由
な
詩
人
の
風
姿
で
、

始
め
て
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
大
胆
不
鴇
な
性
格
が
談
じ
ら
れ
る
の
を
開
い
た
覚
え
が
あ
る
。

パ
ア
ト
レ
ッ
ト
氏
の
父
君
が
大
学
生
の
時
代
の
こ
と
だ
と
云
ふ
、

ハ
ア
パ
ア
ド
大
学
の
式
日
に
、
こ
の
詩
人
は
瓢
然
と
シ
ャ
ツ

枚
の
ま
ま
壇
上
に
登
っ
て
、

参
列
者
が
小
気
味
の
よ
い
戦
傑
、
激
動
の
十
字
火
に
出
く
わ
し
て
、
沈
黙
し
き
っ
た
中
を
「
灰
色
の
な
つ
か
し
い
詩
人
」
は
、
し

暗
示
者
、
又
警
告
者
そ
れ
自
身
と
な
っ
て
、
新
時
代
の
民
主
自
由
を
胞
峰
し
、

っ
か
り
と
し
た
足
ど
り
で
、
常
の
如
く
微
笑
を
慈
顔
に
湛
え
て
印
刷
の
よ
う
に
去
っ
た
と
云
ふ
こ
と
だ
。

し
た
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の

こ
の
あ
と
早
川
三
代
治
は
日
本
に
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
を
紹
介
し
た
高
山
袴
牛
の
文
章
を
病
床
で
読
ん
だ
こ
と
を
述
べ
、
有
島
武
郎
が
訳

で
読
ん
だ
感
激
を
熱
っ
ぽ
く
語
り
、
北
大
予
科
入
学
前
に
、

を
「
白
樺
』
(
一
九
二
二
年
七
月
)

友
人
か
ら
有
島
武
郎
の
「
ワ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の

断
面
」
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
機
縁
で
北
大
に
入
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い

る
。
そ
し
て
す
ぐ
に
有
島
の
家
を
訪
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
次
の
文
章
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

有
島
さ
ん
の
濡
酒
な
書
斎
で
、
あ
る
時
は
溶
か
し
こ
ん
だ
詐
り
の
よ
う
な
青
色
に
輝
く
秋
の
空
を
眺
め
な
が
ら
、
あ
る
時
は
冷



た
い
雨
に
降
り
こ
め
ら
れ
な
が
ら
、

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
持
っ
て
い
た
強
さ
、
輝
か
し
さ
に
、
索
き
込
ま
れ
て
、
を
こ
が
ま
し
く
も
、

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
と
同
じ
い
そ
の
至
純
に
、
そ
の
至
高
に
そ
の
至
愛
に
浸
っ
て
ゐ
た
の
を
忘
れ
な
い
。
し
か
し
、
短
か
っ
た
。
僕
は

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
詩
集
と
淋
し
く
し
か
し
雄
々
し
く
自
分
の
道
に
第
一
歩
を
踏
み
出
す
様
に
さ
せ
ら
れ
た
。
無
情
と
云
ふ
の
か
、

冷
胆
と
一
広
ふ
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
。
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
と
有
高
さ
ん
と
は
、
関
連
ひ
な
く
、
本
統
の
自
然
の
道
を
踏
み
し
め
ろ
と

教
え
て
く
れ
た
人
だ
。

早
川
三
代
治
に
と
っ
て
幸
運
だ
っ
た
の
は
、
パ
ア
ト
レ
ッ
ト
と
い
う
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
を
知
っ
て
い
る
父
を
持
つ
外
国
人
教
師
と
有

島
武
郎
が
予
科
に
い
た
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
早
川
三
代
治
を
中
心
に
文
芸
活
動
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
「
文

武
会
々
報
』
以
外
の
活
動
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
木
原
直
彦
の
「
北
海
道
文
学
史
』
に
次
の
よ
う
に
4

脅
か
れ
て
い
る
。

創
刊
の
翌
四
十
一
年
(
一
九
O
八
)

年
の
一
月
に
は
本
科
二
年
生
の
三
原
友
良
が
「
鶏
鳴
」
と
い
う
ガ
リ
版
刷
り
の
同
人
雑
誌
を
発
行
し
た
。
そ
の
ま
た
翌
間
十
一
一

一
月
に
は
、
原
田
、
野
村
竜
吉
、
丸
山
猪
之
吉
ら
が
三
原
を
社
長
に
お
し
て
札
幌
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
を
結
成
し
、
「
札
幌
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
」
と
い
う
二
色
刷
絵
入
り
の
こ
ん
に
ゃ
く
版
を
出
し
た
。
一
一
一
時
代
は
十
銭
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
同
人
雑
誌
と
い
え
な
か
っ
た

が
ほ
ど
な
く
解
散
し
、
四
十
四
年
に
は
原
入
社
が
誕
生
し
た
。
原
因
、
谷
村
愛
之
助
、
野
村
、
横
山
芳
介
、
阿
部
六
一
郎
、
槌
口

郎
ら
が
伺
人
で
、
月
刊
誌
の
よ
う
な
「
原
人
」
は
半
年
ほ
ど
出
し
て
六
号
で
廃
刊
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
文

一
月
に
「
梅
暦
」
な
る
学
内
同
人
雑
誌
が
で
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
つ
ぎ
の

桜
五
、
亀
山
源

学
だ
け
で
な
く
尉
研
究
会
も
設
け
て
新
劇
の
研
究
を
進
め
、

ブ
ア
ウ
ス
ト
な
ど
の
演
劇
も
行
っ
て
い
る
。
四
十
五
年
四
月
に
は
原

が
創
刊
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
窓
迫
寮
誌
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
寮
の
臨
書
部
に
文
芸
批

評
を
主
と
す
る
研
究
会
・
凍
影
社
が
谷
村
、
板
村
、
横
山
、
足
立
、
岩
崎
、
三
井
、
清
水
、
本
橋
、
樋
口
、
松
山
ら
の
面
々
に
よ
っ

入
社
同
人
の
手
に
よ
っ
て
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て
結
成
さ
れ
、
教
授
の
有
島
や
佐
久
間
政
一
ら
も
指
導
に
加
わ
っ
た
。
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こ
れ
を
見
る
と
、
有
高
武
郎
の
赴
任
が
刺
激
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
右
に
出
て
き
た
学
生
の
名
前
の
う
ち
寮
歌
の
作
詞

者
と
し
て
名
前
が
残
っ
て
い
る
も
の
に
気
づ
く
。
谷
村
愛
之
助
「
帝
都
を
北
に
」
(
一
九
一

O
年
)
、
松
山
茂
助
「
藻
岩
の
緑
」
(
一
九

年
)
、
横
山
芳
介
「
都
ぞ
弥
生
」
(
一
九
一
一
一
年
)
、
描
口
桜
五
「
我
が
運
命
こ
そ
」
(
一
九
一
四
年
)
な
ど
が
そ
れ
で
、
こ
れ
ら
は

編文詰主

い
ず
れ
も
有
島
在
任
中
の
作
詞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

四

吋
と
ど
ろ
き
』

「
氷
河
」

吋
平
原
」

「
歩
み
」

有
島
武
部
の
農
科
大
学
予
科
時
代
(
一
九
一

0
1
一
五
年
)
の
活
躍
が
刺
激
と
な
っ
て
絵
画
、
文
芸
な
ど
の
文
化
活
動
が
さ
か
ん
に

な
り
、
そ
の
中
か
ら
早
川
三
代
治
が
で
て
き
た
が
、
次
に
一
九
一
二
(
大
正
一

O
)
年
前
後
の
動
向
を
一
編
年
体
で
追
っ
て
み
よ
う
。

一
九
一
二
年
三
月
、
北
大
に
三
つ
の
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
。
「
と
ど
ろ
き
」

で
あ
る
。
吋
と
ど
ろ
き
」
の
発
行
所
は

「
北
海
道
帝
国
大
学
予
科
桜
星
会
学
芸
部
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
雑
誌
に
作
品
を
発
表
し
た
人
の
う
ち
佐
藤
義
臣
、
東
山
末
二
一
、
稲

村
願
三
、
沢
村
克
人
な
ど
は
当
時
の
北
大
の
文
芸
関
係
の
中
心
を
な
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
の
特
色
は
、
一
九
二
O

(
大
疋

九
)
年
か
ら
予
科
で
国
文
学
を
講
じ
て
い
た
石
山
撤
郎
が
、
武
者
小
路
実
篤
の
「
新
し
き
村
」
の
共
鳴
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
、

白
樺
派
の
理
想
主
義
の
流
れ
を
受
け
つ
い
で
い
る
。
創
刊
号
の
編
集
後
記
で
鈴
木
金
作
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

雑
草
が
醜
い
程
は
え
て
居
る
所
を
、
何
事
に
対
し
て
も
無
知
で
あ
る
或
る
若
い
農
夫
が
、
自
分
の
腕
と
若
い
元
気
を
、
唯
一
の



た
よ
り
と
し
て
、
耕
し
始
め
た
禄
に
、
私
等
は
こ
の
本
を
発
行
し
た
の
で
す
。

傍
か
ら
見
れ
ば
随
分
馬
鹿
げ
て
居
る
し
、
無
謀
で
も
あ
り
ま
せ
う
。
然
し
、
我
々
は
自
分
の
痩
せ
た
腕
を
、
羅
針
盤
と
し
て
、

進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
否
、
進
む
べ
き
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
人
か
ら
知
ら
れ
な
い
程
の
苦
心
を
し
た
の
で
す
。

我
々
は
随
分
苦
し
み
ま
し
た
が
、
苦
し
ん
だ
割
合
に
そ
の
生
産
物
は
、
他
の
練
習
し
た
、
知
識
の
豊
一
富
な
農
夫
の
生
産
物
よ
り

は
、
劣
っ
て
居
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
よ
く
昔
か
ら
創
業
の
難
と
申
し
ま
す
。
我
々
の
苦
し
ん
だ
の
は
此
の
為
め
な
の
で
す
。
で

も
、
此
に
皆
さ
ん
の
手
元
に
、
我
々
の
努
力
の
結
晶
で
あ
る
此
の
本
を
、
お
贈
り
出
来
た
こ
と
は
我
々
と
し
て
涙
の
出
る
程
愉
快

な
事
な
の
で
す
。

こ
の
文
章
に
は
文
学
作
品
を
「
生
産
物
」
に
た
と
え
る
と
い
う
、
芸
術
を
「
有
用
」
な
も
の
と
見
る
見
方
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
に
特

徴
が
あ
り
、
明
ら
か
に
白
樺
派
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

ど
ろ
き
』
は
二
一
口
す
ま
で
発
刊
さ
れ
、
四
号
(
一
九
二
二
年
十
月
)
か
ら

は
「
桜
星
会
雑
誌
」
と
改
名
さ
れ
五
一
号
(
一
九
四
O
年
十
二
月
)
ま
で
続
い
た
。
「
と
ど
ろ
き
』
「
桜
星
会
雑
誌
』
の
収
穫
は
、
佐
藤

義
臣
、
伊
藤
秀
五
郎
の
詩
、
石
山
徹
郎
、
青
山
郊
汀
の
評
論
、
上
西
清
治
の
創
作
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
「
氷
河
』
は
凍
影
杜
と
い

う
恵
迫
寮
中
心
の
サ
ー
ク
ル
か
ら
刊
行
さ
れ
、
医
学
一
期
生
の
服
部
耕
平
が
編
集
し
、
発
行
者
は
鈴
木
金
作
。
創
刊
号
だ
け
見
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
古
沼
紳
之
助
の
「
私
自
身
の
に
「
氷
、
河
」
の
姿
勢
が
出
て
い
る
。

美
の
存
在
を
信
じ
て
疑
は
な
い
私
達
の
熱
情
は
自
己
表
現
の
衝
動
に
燃
え
立
っ
て
ゐ
る
。

こ
の
衝
動
は
、
各
自
に
好
都
合
な
様
式
に
よ
っ
て
現
は
れ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
私
達
は
こ
れ
ら
の
発
表
の
機
関
を
有
し
な
い
。

現
今
の
日
本
文
壇
は
あ
ま
り
に
中
央
集
様
で
あ
る
。

底
力
の
あ
る
、
関
体
の
大
き
い
北
海
道
に
は
、
ま
だ
北
国
の
文
芸
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
冶
で
氷
河
は
ま
だ
偉
大
な
意
味
を
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持
つ
。
私
達
は
ど
ん
な
と
き
に
も
、
胡
麻
か
し
た
り
、
茶
化
し
た
り
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
私
達
は
生
活
に
敬
慶
で
あ
る
。

私
は
氷
河
の
同
人
に
な
ら
れ
た
こ
と
に
こ
ら
へ
き
れ
な
い
喜
び
を
持
つ
。
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文
字
の
上
の
遊
戯
と
し
て
で
な
く
、
事
実
の
上
に
於
い
て
文
芸
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
イ
の
線
終
か
ら
脱
却
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
i

雨漏文

の
文
芸
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
私
は
考
へ
る
。

論

日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
先
駆
と
な
っ
た
「
種
蒔
く
人
」
が
秋
田
県
土
時
で
創
刊
さ
れ
た
の
は

年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、

九

(
大
正
一

O
)

一
カ
月
お
く
れ
の
「
氷
河
」
に
つ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

i
の
文
芸
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
当
時

の
文
学
状
況
を
知
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
意
識
は
と
も
か
く
、
内
容
は
古
め
か
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
創
刊
口
す
だ
け
で
判
断

で
き
な
い
が
執
筆
メ
ン
バ

i
を
見
る
と
、
そ
の
後
持
続
し
た
人
は
多
く
な
い
。

は

九

(
大
正
一

O
)
年
三
月
か
ら
一
九
二
一
一
一
年
七
月
ま
で
九
号
を
出
し
た
。
「
と
ど
ろ
き
」
円
氷
河
』
が
予
科
生
中

心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
発
行
が
「
北
海
道
帝
関
大
学
文
芸
部
」
と
な
っ
て
い
る
。
(
創
刊
号
が
出
た
と
き
校
外
に
出
す
こ
と
を
禁
じ

ら
れ
た
の
で
、
大
学
と
は
全
く
独
立
に
平
原
社
を
創
設
し
た
)
。
創
刊
号
の
「
平
原
雑
諮
問
」
で
菅
原
道
太
郎
は
、

聞
い
た
話
だ
け
れ
ど
も
独
逸
の
月
沈
原
は
思
想
の
森
だ
と
云
ふ
。
私
は
ど
ん
な
処
か
知
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
今
こ
う
し
て
こ
こ

に
立
っ
て
見
ま
は
す
時
札
椀
ほ
ど
美
し
い
自
然
は
な
い
様
に
思
ふ
。
自
然
が
ど
ん
な
に
大
き
い
影
を
人
心
に
与
へ
る
か
を
思
ふ
時

私
は
必
ず
こ
こ
か
ら
せ
め
て
日
本
だ
け
で
も
照
す
思
索
の
光
が
出
な
け
れ
ば
嘘
の
様
な
気
が
す
る
。

こ
れ
丈
け
の
思
が
私
を
駆
っ
て
平
原
の
創
刊
を
思
い
立
た
せ
た
。
何
等
顧
麗
す
る
事
な
し
に
前
主
任
稲
川
君
の
後
を
引
き
受
け

さ
せ
た
。
そ
し
て
今
日
ま
で
漕
ぎ
つ
け
て
き
た
。
人
間
の
や
る
事
、
だ
、
っ
て
済
ま
さ
れ
た
い
こ
と
が
其
処
に
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
私
は
そ
れ
等
を
憂
慮
す
る
に
代
へ
が
た
い
微
か
な
喜
び
を
生
ず
る
。
そ
し
て
創
立
に
お
力
添
え
下
さ
っ
た



稲
川
晃
兄
及
ぴ
七
名
の
創
立
諸
君
に
深
く
感
謝
す
る
。

猶
創
刊
に
襟
し
わ
ざ
わ
ざ
御
寄
稿
下
さ
っ
た
東
京
の
宮
原
晃
一
郎
氏
及
先
輩
早
川
三
代
治
氏
及
び
に
氏
を
通
じ
て
高
田
治
作
、

出
口
豊
雄
、
羽
田
鋭
一
郎
の
諸
氏
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

と
書
い
て
い
る
。
準
備
期
聞
が
あ
り
、
執
筆
者
を
広
く
求
め
て
賀
の
向
上
を
は
か
ろ
う
と
し
た
よ
う
だ
。
菅
原
道
太
郎
、
沢
村
克
人
(
農

予
科
三
年
)
が
中
心
で
、
同
人
に
は
農
学
部
教
授
の
新
島
善
車
、
の
ち
助
教
授
早
川
三
代
治
、
予
科
教
授
の
石
山
徹
郎
な
ど
も
加
わ
っ

は
吋
北
大
文
芸
』
の
創
刊
号
も
兼
ね
て
い
る
の
で
、
次
に
創
刊
号
の
白
次
を
掲
げ
て
お
く
。

た。

地
下
室
(
ア
ン
ド
レ
エ
フ
)

宮
原
晃
一
郎
訳

沢
村
克
人

中
村
幸
次

吾
ム
口
を
劣
る
(
創
作
)

夫
婦
(
戯
曲
)

発
在
せ
る
母
(
創
作
)

時
間
ふ

1
陥
倶

壬
f
t
7
b
“ρ

鈴
虫
(
舟
)

鐙
が
な
る
ま
で
(
向
)

羽
田
圭
四
郎

菅
原
道
太
郎

恩
愛
に
抱
か
れ
て
悩
む
(
同
)

玉
貴
光

冬
の
頃
(
同
)

野
上
和
吉

草
と
土
(
同
)

佐
藤
義
臣

新
生
(
短
歌
)

南
須
原
和
彦

有
賀
棟
木

夢
現
(
向
)
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魂
の
街
(
伺
)

三
宅
苦
水

252 

で
注
目
さ
れ
る
の
は
沢
村
克
人
の
義
兄
で
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
と
し
て
著
名
な
内
藤
濯
が

度
ほ
ど
執
築
し
て
い
る
こ
と
や
、

編文

チ
ェ
ホ
フ
、
シ
ユ
ニ
ツ
ツ
レ
ル
、

ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
、
ト
l
マ
ス
・
ハ

l
デ
イ
な
ど
の
翻
訳
が
毎
号
載
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第

論

九
号
を
見
る
と
、
図
書
館
の
可
舎
を
し
て
い
た
玉
貫
光
一
が
「
処
女
の
死
か
ら
」
と
い
う
文
章
の
中
で
、
倉
田
百
一
一
一
の
戯
曲
「
処
女
の

死
」
を
と
り
あ
げ
、
「
す
べ
て
の
思
想
は
そ
の
時
代
の
経
済
状
態
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
と
一
一
一
一
口
ふ
マ
ル
ク
ス
の
主
説
ゃ
、
か
か
る
観

念
を
マ
ル
ク
ス
に
楠
付
け
た
と
一
去
は
れ
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
哲
学
に
興
味
を
持
つ
私
の
主
観
は
こ
の
偉
大
な
る
べ
き
作
品
を
し
て

資
本
家
文
学
者
の
知
識
的
手
淫
と
思
は
し
め
何
等
の
感
動
も
与
へ
て
く
れ
な
か
っ
た
」
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
を
読
む
と
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
の
潮
流
が
北
海
道
に
波
及
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

吋
平
原
」
に
つ
い
て
は
創
刊
の
中
心
に
な
っ
た
菅
原
道
太
郎
の
つ
乎
原
社
時
代
の
思
い
出
」
(
「
北
海
道
文
学
』

年
四
月
。
同
誌
二
六
号
、
一
九
六
七
年
八
月
)
が
あ
り
、
ま
た
同
人
の
一
人
で
医
科
二
期
生
の
佐
藤
義
臣
が
「
一
千
原
社
の
人

海
道
文
学
』
二
六
号
)
を
書
い
て
当
時
を
回
想
し
て
い
る
。

号

一
九
六
六北

一
九
一
二
年
五
月
に
は
「
歩
み
」
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
南
須
原
彦
一
、
政
雄
の
兄
弟
が
中
心
で
、
学
内
ば
か
り
で
な
く
一
般
の
文

学
愛
好
者
も
参
加
し
て
す
す
め
ら
れ
た
。
終
刊
は
不
詳
だ
が
、
九
二
五
年
ぐ
ら
い
ま
で
つ
づ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
(
一
九
二
一
一
一
年
間

月
の
一

O
号
ま
で
確
認
)
こ
の
南
須
原
兄
弟
の
存
在
は
大
き
く
、
外
山
卯
三
郎
は
司
北
大
文
芸
』
の
文
化
的
意
義
」
(
吋
北
大
文
芸
」

一
九
四
O
年
二
月
)
の
中
で
「
当
時
人
は
こ
れ
を
吋
南
須
原
ゴ
ン
ク
i
ル
』
と
名
づ
け
て
ゐ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

(
大
正
一

O
)
年
七
月
、
南
須
原
彦
一
の
歌
集
吋
力
の
断
片
」
(
発
行
者
南
須
原
政
雄
、
印
刷
者
有
賀
賠
)
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

彦
一
は
当
時
農
芸
化
学
科
二
年
生
で
あ
っ
た
が
、
諸
誌
に
発
表
し
た
短
歌
五
一
五
首
と
詩
一

O
篇
を
発
表
し
て
い
る
。
序
文
は
印
制
者

四
O
号
、

九

の
有
賀
結
(
筆
名
は
機
木
)
、
蹴
文
は
弟
の
政
雄
の
手
に
な
る
。
政
雄
の
詩
も
五
篇
ほ
ど
載
っ
て
い
て
、
政
雄
は
蹴
文
で
、



「
人
生
は
一
つ
の
鏡
で
あ
る
。
そ
の
内
に
自
己
を
最
大
の
姿
に
見
い
だ
す
努
力
が
生
命
の
日
的
、
だ
」
と
い
ふ
ニ
イ
チ
ェ
の

ゃ
、
「
世
の
中
で

番
つ
ま
ら
な
い
も
の
は
私
で
す
」
と
去
っ
た
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
言
葉
に
深
く
も
動
か
さ
れ
て
、
私
達
兄
弟
は

大
胆
に
も
第
一
の
白
い
花
「
力
の
断
片
」
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
(
中
略
)

ど
こ
ま
で
も
正
し
い
生
一
本
な
石
狩
の
花
と
し
て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
て
い
く
こ
つ
の
柔
い
心
を
、

い
つ
ま
で
も
懐
か
し
ん
で

下
さ
い
。
エ
ド
モ
ン
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
だ
と
い
ふ
兄
キ
と
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
張
り
の
私
と
が
、
臼

日
と
北
海
の
自
然
に
育

ち
行
く
姿
を
親
し
い
心
で
眺
め
て
下
さ
い
。

と
書
き
記
し
て
い
る
。

い
か
に
も
理
想
主
義
の
流
れ
を
く
む
雰
囲
気
が
出
て
い
る
文
章
で
あ
る
。

五

「
北
大
文
芸
」

「
北
大
文
芸
』
(
一
九
一
二
年
六
月
1
四
一
年
一
月
、
四
一
号
ま
で
)

情
に
つ
い
て
、
菅
原
道
太
郎
は

は
患
の
長
い
雑
誌
と
し
て
控
目
さ
れ
る
が
、
創
刊
号
が
な
い

「
平
原
社
時
代
の
思
い
出
」
(
吋
北
海
道
文
学
」

ヱハ口一勺)

で、

原
稿
は
、
は
じ
め
「
北
大
文
芸
」
の
名
目
で
、
学
内
一
椴
か
ら
公
募
し
た
の
で
、
既
に
か
な
り
の
も
の
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。

は
、
同
人
雑
誌
と
し
て
出
発
す
る
以
上
、
そ
の
内
容
は
、
あ
く
ま
で
も
同
人
主
体
と
す
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば

し
か
し

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
集
ま
っ
た
原
稿
を
ふ
る
い
分
け
し
て
、
同
人
及
、
び
準
何
人
と
目
す
べ
き
連
中
の
も
の
だ
け
で
創
刊
号
を
埋
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め
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
学
内
か
ら
公
募
し
た
原
稿
は
、
「
北
大
文
芸
」
の
方
に
ま
わ
す
こ
と
と
し
た
の

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
起
き
た
。
そ
れ
は
、
(
略
)
経
費
の
関
係
か
ら
、
「
平
原
」
の
創
刊
号
は
、
「
北
大
文
芸
」
の

内
容
を
そ
の
ま
ま
使
い
、
表
紙
だ
け
刷
り
か
え
て
、
印
刷
代
を
浮
か
そ
う
と
い
う
魂
胆
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
北
大
文
芸
」

254 編文

第

号
の
内
容
は
、
「
平
原
」
創
刊
号
の
内
容
そ
の
ま
ま
と
な
り
、

一
般
公
募
の
原
稿
が
し
め
出
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ

E命

い
つ
の
間
に
か
学
生
間
の
風
評
と
し
て
流
れ
た
ら
し
く
、
果
然
「
北
大
文
芸
」
の
ゲ
ラ
刑
制
り
が
出
来
た

頃
、
北
大
文
芸
愛
好
同
志
会
代
表
と
い
う
資
格
で
、
土
木
専
門
部
委
員
の
渡
辺
睦
志
君
が
顔
を
真
赤
に
し
て
、
大
学
正
門
前
の
街

頭
で
、
私
に
詰
問
す
る
と
い
う
一
幕
が
あ
っ
た
。

た
。
こ
の
関
の
経
緯
は
、

と
述
べ
て
い
る
。
結
局
、
吋
北
大
文
芸
』
は
公
募
原
稿
を
優
先
的
に
載
せ
、
北
大
学
生
全
体
の
公
的
機
関
と
し
、

る
と
い
う
こ
と
で
け
り
が
つ
い
た
と
い
う
。
し
か
し
実
擦
の
編
集
は
七
号
ぐ
ら
い
ま
で
稲
村
順
三
、
沢
村
克
人
が
交
替
で
や
り
、
こ
の

と
は
区
別
す

「
北
大
文
芸
』
に
特
色
が
で
て
く
る
の
は
一
九
一

頃
か
ら
で
あ
る
。

ニ
(
大
正
一

と
「
北
大
文
芸
」
の
執
筆
者
は
重
な
っ
て
い
る
。

一
)
年
に
北
大
予
科
に
入
学
し
た
外
出
卯
三
部
が
参
加
し
は
じ
め
た

二
人
は

の
有
力
向
人
で
あ
っ
た
か
ら
は
じ
め
の
頃
は

一
九
二
四
年
の
六
号
に
評
論
、
七
号
に

U
-
R
」
の
上
演
と
舞
台
装
置
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
劇
評
論
、

八
号
に
「
詩
と
形
態
」
と
い
う
詩
論
、
九
号
(
一
九
二
六
年
一
月
)
に
評
論
「
絵
一
織
の
色
彩
に
つ
い
て
」
と
舞
踊
詩
「
瀕
死
の
魂
」
な

ど
を
発
表
し
て
多
彩
な
活
濯
を
見
せ
て
い
る
が
、
「
瀕
死
の
魂
」
と
い
う
詩
は
次
の
よ
う
な
奇
抜
な
も
の
で
、
当
時
の
ダ
ダ
イ
ズ
ム
の

影
響
が
大
き
い
。

「
瀕
死
の
魂
」

花
、
リ
ボ
ン
|
。



下
駄
、
紋
付
、
元
結香
水

2 
3 

p
h
u
口

6
n
δ

学
位
が
あ
る
の
で
す
よ
i

O
R
R
 
海
老

外
山
卯
三
郎
は
一
九
O
三
(
明
治
三
六
)
年
和
歌
山
生
ま
れ
、
一
九
一
一
二
(
大
正
二
)
年
、
北
大
予
科
入
学
。

一
一
凶
)
年
六
月
?
、
C

と
ぼ
ろ
」
を
創
刊
主
宰
。
一
九
二
六
(
大
正
一
五
)
年
、
北
大
予
科
か
ら
京
大
哲
学
科
に
進
み
、

和
一
一
一
)
年
、
美
学
美
術
史
専
攻
を
卒
業
。
「
詩
と
詩
論
』
同
人
、
「
新
洋
画
研
究
」
「
芸
術
学
研
究
』
主
宰
。
主
要
著
書
に

学
的
研
究
』
(
一
九
二
六
年
)
、
室
町
内
子
概
論
』
(
一
九
二
九
年
)
、
吋
純
粋
詩
歌
論
』
(
一
九
二
一
二
年
)
、
吋
日
本
洋
爾
の
新
世
紀
」
(
一
九
三

三
年
)
な
ど
が
あ
る
。

九

五
(
大
正

九

八
(
昭

の
形
態

一
一
号
(
一
九
二
七
年
六
月
)
以
後
に
は
早
川
三
代
治
の
活
躍
が
め
だ
っ
て
い
る
。
早
川
三
代
治
は
一
九
一
一
一
年
に
農
学
部
を
卒
業

し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
数
理
学
派
の
経
済
学
を
修
め
、
帰
国
後
北
大
で
農
業
経
済
を
講
じ
た
。
吋
北
大
文
芸
」
に
お
け
る
早
川
一
一
一
代

覧
を
掲
げ
る
(
カ
ッ
コ
内
は
号
数
)

0

治
の
著
作

早
川
三
代
治
の
著
作
年
表

蛸
牛
他
一
篇
(
創
作
)

( 

ー

) 

青
鷺
(
同
)

( 

一
一一Aa 
) 

命
、
お
初
を
追
ふ
も
の
(
悶
)

( 

一
一) 

陀
口
水
(
向
)

(
一
四
)
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出
家
(
有
島
武
郎
追
悼
記
)

ヨ
ー
グ
ル
ト
(
戯
曲
)

(
一
閤
)

(
一
五
)

256 

白
い
烏
(
問
)

(
一
六
)

五扇文

死
者
の
弥
揃
(
創
作
)

(
一
七
)

ヨA

"'" 

白
い
塔
(
戯
曲
)

(
一
八
)

土
地

十
ノ、
場

同

九

お
そ
れ

(
同
)

O 

レ
ア
と
シ
ェ
リ
イ
(
同
)

( 

一一一
) 

続
レ
ア
と
シ
ェ
リ
イ
(
同
)

) 

巌
と
砂
(
同
)

( 

一一一) 

口
上
・
五
場
(
戯
曲
)

四

愛
す
る

同

(
二
五
)

鶴
の
棲
息
地
(
創
作
)

山
上
の
人
(
同
)

七
i
一一一
O
、一一一一一一)

(四
O

あ
る
余
生
(
向
)

四

都
文 そ
の
ほ
か
目
立
つ
活
躍
は
詩
の
伊
藤
俊
夫
(
一
八
号
か
ら
昭
一
号
ま
で
二
O
回
)
、
伊
藤
秀
五
郎
(
六
号
か
ら
九
号
ま
で
六
回
)
、
持

郎
(
一
二
三
口
す
か
ら
四
一
号
ま
で
五
回
)
た
ち
で
、
こ
れ
ら
の
人
は
詩
人
と
し
て
名
を
な
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。
ま
た
評
論
に
も

見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、

一
回
号
の
「
有
島
武
部
追
悼
記
念
号
」
(
一
九
二
九
年
七
月
)
に
は
、
森
本
厚
吉
「
有
島
武
郎
を
憶
ふ
」
、
学



野
親
美
「
芸
術
家
の
有
島
さ
ん
」
の
ほ
か
、
佐
藤
惣
之
助
「
琉
球
の
歌
謡
を
中
心
に
」
が
載
っ
て
い
る
。
西
村
美
宣
「
中
世
に
於
け
る

源
氏
物
語
理
会
の
変
遷
」
、
伊
藤
俊
夫
「
フ
ア
ウ
ス
ト
に
於
け
る
へ

i
レ
ナ
の
問
題
」
、
犬
飼
哲
夫
「
阿
寒
の
ア
イ
ヌ
」
(
二
九
号
)
、
東

孝
「
農
民
文
学
と
は
何
ぞ
や
」
、
池
田
善
長
「
農
民
文
学
再
考
」
(
二
二
号
)
、
上
西
清
治
「
ユ
マ
ニ
ス
ム
と
鴎
外
」
、
河
都
文
一
部
「
ボ

オ
ド
レ
エ
ル
論
網
」
(
一
一
一
五
号
)
、
宇
野
親
美
「
北
大
文
芸
四
十
号
記
念
に
際
し
て
」
、
外
山
卯
三
郎
司
北
大
文
芸
』
の
文
化
的
意
義
」

(
四
O
号
)
、
西
村
憲
治
弓
旅
愁
』
の
投
げ
か
け
る
も
の
」
、
谷
川
撤
三
「
文
化
形
態
学
」
〈
講
演
筆
記
〉
(
四
一
号
)
な
ど
は
、
今
日

も
有
効
な
評
論
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

記
録
と
し
て
価
値
が
あ
る
の
は
三
七
号
(
一
九
三
八
年
八
月
)
に
、
一
九
三
八
(
昭
和
二
一
一
)
年
六
月
十
八
日
、
新
聞
部
主
催
で
横

光
利
一
、
川
端
康
成
、
式
場
経
三
郎
を
呼
ん
で
講
演
会
が
あ
り
、
そ
の
後
文
芸
部
主
催
の
鹿
談
会
が
豊
平
館
で
関
か
れ
た
こ
と
の
報
告

が
あ
る
。
こ
の
と
き
の
演
題
は
「
北
海
道
常
国
大
学
新
聞
』
(
一
九
三
八
年
六
月
二
十
八
日
)
に
よ
る
と
、
横
光
利
一
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
日
本
」
、
川
端
康
成
「
北
条
民
雄
」
、
式
場
隆
一
一
一
部
「
精
神
病
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
座
談
会
の
方
で
は
横
光
利
一
が
話
題
の
中

心
に
な
っ
た
よ
う
で
、
報
告
者
(
多
分
、
編
集
発
行
者
の
河
都
文
一
郎
)
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

横
光
氏
が
内
語
論
理
と
外
面
論
理
を
説
き
、
外
面
論
理
、
部
ち
科
学
を
判
断
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
市
内
面
論
理
を
僕
達
の
行
動

基
準
と
認
識
し
た
根
拠
は
、
斯
う
し
た
時
間
の
な
い
産
談
会
で
有
勝
な
よ
う
に
明
僚
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
横
光
氏
の

感
想
に
、
大
声
で
話
す
と
頭
が
冴
え
て
く
る
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
思
い
出
し
つ
つ
横
光
氏
の
楽
し
い
背
水
の
陣
を

一
種
の
深
い
味
わ
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
い
た
よ
う
な
話
を
き
い
て
い
る
と
、

は
当
時
、

一
九
三
六
(
昭
和
一
一
)
年
の
半
年
に
わ
た
る

よ
く
わ
か
ら
な
い
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
と
い
う
感
想
で
あ
る
。
横
光
利

一
九
一
一
一
七
年
に
は
「
旅
愁
」
を
新
聞
小
説
と
し
て
発
表
し
、
次
の
続
編
に
か
か
る
一
年
半
あ
ま
り
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
か
ら
帰
っ
て
、
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模
索
の
時
期
で
あ
り
、
西
洋
と
東
洋
、
科
学
と
自
然
に
思
い
を
は
せ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

戦
前
の
北
大
に
お
け
る
文
芸
活
動
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
に
、
予
科
文
芸
部
か
ら
出
て
い
た
「
機
影
』
(
北
大
附
属
翻
書
館
に
は
一
九

ヘ
i
ゲ
ル
、
ヘ
ル
デ
ル
リ
i
ン
な
ど
ド

二
九
年
一
八
号
か
ら
、

九

一一
O
号
ま
で
あ
る
)
が
あ
り
、
そ
の
中
で
は
、
ゲ
l
テ、

イ
ツ
ロ
マ
ン
主
義
に
ふ
れ
た
評
論
を
書
い
た
青
山
郊
汀
、
平
松
勤
の
短
歌
、
上
西
清
治
の
創
作
な
ど
が
め
だ
っ
。

大
正
末
期
か
ら
昭
和
一
六
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
北
大
に
お
け
る
文
芸
活
動
を
中
心
に
概
観
し
て
感
ず
る
こ
と
は
、
・
石
島
武
部
i
早
川
三

代
治
と
い
う
白
樺
派
の
理
想
主
義
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
時
代
の
波
と
し
て
の
社
会
主
義
運
動
の
影
響
が
そ
れ
に
重

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
方
の
流
れ
は
外
山
卯
三
郎
の
登
場
に
よ
っ
て
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
流
入
さ
れ
、
詩
の
方
面
に
活

力
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
北
海
道
の
自
然
を
賛
美
す
る
風
景
詩
と
外
山
卯
三
郎
の
も
ち
こ
ん
だ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
も
っ
と
解

け
合
え
ば
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
印
象
も
あ
る
。

-L. 
/、

戦
後

一
九
四
六
(
昭
和
二
二
年
六
月
、
北
大
双
昨
会
が
吋
双
降
』
を
創
刊
し
た
。
初
代
編
集
人
の
井
上
泰
男
と
二
代
目
の
平
城
昭
介
は

一
九
四
七
年
臨
月
に
発
足
し
た
北
大
法
文
学
部
で
西
洋
史
学
を
専
攻
し
た
第
一
期
生
で
あ
る
。
「
双
昨
』
は
一
九
四
七
年
四
月
に
四
号

を
出
し
た
が
、
匠
秀
夫
の
「
世
界
史
の
動
向
と
哲
学
の
反
省
」
(
一

、
平
城
昭
介
の
「
死
の
か
げ
の
世
界

N

風
た
ち
ぬ
H

と

υ
莱

穂
子
乙
(
四
号
)
な
ど
の
評
論
が
発
表
さ
れ
た
。

吋
北
大
季
刊
』
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
一
九
五
一
年
十
月
で
あ
る
。
文
芸
部
が
解
散
し
た
一
九
四
一
年
か
ら
一

O
年
後
で
あ
る
。
部
刊

号
を
見
る
と
、
編
集
者
は
風
巻
景
次
郎
、
発
行
者
は
間
不
二
太
郎
と
な
っ
て
い
る
。
風
巻
景
次
郎
は
北
大
法
文
学
部
の
国
文
科
創
設
に
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招
か
れ
て
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
国
文
学
会
の
異
彩
で
あ
る
。
同
不
二
太
郎
は
「
自
然
科
学
概
論
」
を
講
じ
た
人
で
あ
る
。
創
刊
号
の

日
次
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン

(
窪
田

薫

放
浪
す
る
文
学
の
鬼

(
猪
俣
庄
八
)

(
風
巻
景
次
郎
)

子
労
十
四
聞
の
周
辺

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の
最
近
の
手
紙
か
ら
(
井
出

黄
夫
)

(
創
作
)

月
夜
の
電
柱
硝
子

井
上
貞
行

三
木
家
の
人
々

和
田
護
者

早
川
三
代
治

詩
の
欄
に
は
海
部
文
一
部
、
伊
藤
秀
五
郎
、
伊
藤
俊
夫
、
高
木
研
一
な
ど
か
つ
て
の
文
芸
部
の
メ
ン
バ
ー
が
寄
稿
し
て
い
る
。
教
官

が
前
面
に
出
て
い
る
が
、
号
を
追
う
に
従
っ
て
学
生
の
寄
稿
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
次
に
一
一
二
号
終
刊
(
一
九
六
九
年
七
月
)
ま
で
の

「
北
大
季
刊
』
を
北
方
資
料
室
に
あ
る
分
に
つ
い
て
(
二
一
号
か
ら
こ
五
号
ま
で
欠
号
)
、
創
作
棚
怖
を
中
心
に
主
な
作
品
を
ひ
ろ
っ
て

ホ
ロ
ロ
原
野
の
カ
イ
ン

み
よ
、
っ
。

(
一
九
五
二
年
五
月
)
}

(
創
作
)
津
金
充
「
十
字
街
」
、
可
知
春
於
「
夜
の
女
三
題
」
、
本
出
節
弥
「
共
喰
い
片
山
崎
倍
「
死
人
の
部
廃
」
、
服
部
良
一

い
な
る
舞
曲
」
、
(
詩
)
柏
倉
俊
一
一
一
、
阿
部
保
、
一
一
一
浦
栄
、
千
葉
宣
一
、
木
村
咲
也
。
本
山
節
弥
は
当
時
工
学
部
の
学
生
で
、
今
や
演
劇

界
に
あ
っ
て
全
国
的
に
知
ら
れ
た
る
存
在
。
柏
倉
俊
三
は
英
文
科
で
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を
講
じ
て
い
た
入
。
阿
部
保
は
ポ
ウ
の
翻
訳
、 「大
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詩
人
で
知
ら
れ
教
養
で
外
国
文
学
を
担
当
し
て
い
た
。

を
残
し
て
自
殺
し
た
。

ニ
浦
栄
、
千
葉
官
一

は
田
文
科
の
学
生
で
、
三
浦
は
「
赤
い

と
い
う
詩
集

(
一
九
五
二
年
十
二
月
)
}
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(
評
論
)
藤
田
清
次
「
宇
野
浩
二
論
」
0

(

創
作
)
可
知
春
於
「
ダ
ム
」
、
津
田
一
夫
「
春
日
抄
」
、
井
上
貞
行
「
花
の
お
ど
り
」
0

細
谷
勇
輔
、
伊
藤
俊
夫
、
阿
部
保
、
千
葉
宣
一
、
佐
々
木
宏
、
窪
田
葉
、
後
藤
辰
夫
。
藤
田
清
次
は
英
文
科
の
教
官
、
後
藤
辰
夫
は
フ
(
詩
)

一
フ
ン
ス
詩
を
教
え
て
い
た
。

(
創
作
)
一
一
一
木
思
「
死
者
と
生
者
」
、
服
部
良
一
「
深
夜
の
葬
祭
」
、
可
知
春
於
二
白
い

三
木
患
は
和
田
護
苦
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。

{
四
号
(
一
九
五
三
年
六
月
)
}

の
夫
妻
」
0

{
六
号
(
一
九
五
四
年
七
月
)
}
(
評
論
)
匠
秀
夫
「
日
本
近
代
絵
画
の
性
格
」
0

(

短
歌
)
菱
川
善
夫
「
沈
澱
物
、
(
創
作
)
市
江
弥

門
「
散
る
花
の
下
で
」
。
匠
は
西
洋
史
専
攻
の
学
生
で
の
ち
美
術
評
論
家
。
「
三
岸
好
太
郎
』
「
中
原
悌
二
郎
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。

菱
川
は
短
歌
評
論
家
と
し
て
吋
北
の
会
』
を
主
宰
し
、
著
書
に
「
敗
北
の
好
情
」
「
中
条
ふ
み
子
」
吋
現
代
短
歌
美
と
思
想
」
な
ど
が
あ

る。
{
七
号
(
一
九
五
五
年
一
月
)
】
(
創
作
)
所
雅
彦
「
終
バ
ス
」
、
谷
藤
浩
「
地
の
人
」
、
若
林
玲
子
「
湖
」
、
八
代
葵
「
遁
走
曲
」
、

川
三
代
治

{
八
号
(
一
九
五
五
年
六
月
)
}
(
短
歌
)
加
藤
多
一
「
不
安
な
る
自
己
。
(
創
作
)
谷
藤
浩
「
町
工
場
主
」
、
岩
野
敏
彦
「
ピ
エ
ロ
」
、

小
野
健
一
「
菊
り
」
、
赤
石
義
博
「
流
転
」
。
加
藤
多
一
は
現
在
章
話
作
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
人
で
「
ふ
ぶ
き
だ
走
れ
」
が
代
表
作
。

{
九
号
(
一
九
五
五
年
十
二
月
)
】
(
創
作
)
成
河
智
明
「
訪
裡
」
、
堂
本
茂
「
十
字
架
の
見
え
る
路
地
」
、
牧
野
法
郎
「
翼
」
、
井
上
貞

行
「
春
の
風
」
、
足
立
俊
一
郎
「
八
人
の
ユ
ダ
」
0

(

詩
)
一
。
(
短
歌
)
加
藤
多
一
。
堂
本
茂
は
医
学
生
で
の
ち
静
内
町
で
開
業

し
な
が
ら
ベ
ン
」
「
静
内
文
芸
』
を
主
宰
し
た
。



(
一
九
五
七
年
六
月
)
}
(
創
作
)
保
坂
直
太
郎
「
ぼ
く
の
英
文
」
、
所
雅
彦
三
日
阜
の
壊
の
見
え
る
丘
」
、
石
川
弘
明
「
殺

入
者
の
自
殺
〈
戯
曲

「
遠
い
夏
、

{
一
三
号
(
一
九
五
七
年
十
二
月
)
】
(
創
作
)
藤
本
道
子
「
網
走
に
て
」
、
出
村
赫
「
不
死
鳥
と
欝
萄
の
木
」
、
保
坂
誼
太
郎
「
チ
タ

ニ
ュ
ー
ム
片
田
村
武
雄
「
人
形
の
夢
」
、
町
田
荘
一
部
「
人
喰
い
熊
」
。

{
一
回
号
(
一
九
五
八
年
六
月
)
】
(
創
作
)
古
屋
統
「
野
島
多
平
」
。

塩
見
俊
一

{
一
五
号
(
一
九
五
八
年
十
二
月
)
}
(
創
作
)
田
村
武
雄

の
あ
と
」
o

{
一
六
号
(
一
九
五
九
年
六
月
)
】
(
創
作
)
や
ま
の
う
ち
と
し
お
「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
」
、
田
村
武
雄
「
教
授
令
嬢
」
0

{
一
七
号
(
一
九
五
九
年
十
二
月
)
}
(
創
作
)
大
平
整
調
「
郎
部
の
夢
」
、
出
口
祐
弘
「
八
月
堂
始
末
記
」
。
出
口
は
フ
ラ
ン
ス
語
を

教
え
て
い
た
人
。
吋
京
子
変
幻
」
と
い
う
創
作
集
で
知
ら
れ
、
モ

i
リ
ス
・
プ
ラ
ン
シ
ヨ
の
「
文
学
空
間
』
の
翻
訳
も
有
名
。

{
一
八
号
(
一
九
六
O
年
六
月
)
}
(
創
作
)
野
坂
幸
弘

の
歌
」
、

田
村
武
雄
「
カ
ミ
レ
の
日
」
o

野
坂
は
国
文
科
の
学
生
で
、

ち
に
文
芸
部
創
設
の
中
心
と
な
っ
た
。

{
一
九
号
(
一
九
六
O
年
十
二
月
)
}
(
創
作
)
大
平
整
額
「
縮
尺
の
世
界
」
、
佐
藤
尚
繍
「
暮
色
挿
話
」
、
渡
辺
淳
一

」
、
出
口
圭
造
「
消
え
た
女
」
、
桝
田
知
身
「
夏
の
自
の
出
来
事
」
。
渡
辺
淳
一
、
古
屋
統
は
の
ち
に

「
ア
ン
ド
ウ
・

ト
ロ
ワ
」
、
古
屋
統

り
ま
』
向
人
。
渡
辺
は
直
木
賞
を
受
賞
し
た
。

'聞帽‘

O 

(
一
九
六
一
年
六
月
)
}
(
創
作
)
大
平
整
爾
「
サ
イ
コ
」
、
桝
田
知
身
「
乱
反
射
」
。

(
創
作
)
萩
出
深
良
「
ひ
と
め
ぐ
り
」
、
寺
久
保
友
哉
「
門
外
」
o

(
詩
)
石
綿
静
子
「
ふ
る
さ
と
」
0

【
二
七
号
(
一
九
六
四
年
十
二
月
)
】

寺
久
保
は
芥
川
賞
候
補
に
何
度
も
な
っ
た
。
石
綿
は
万
葉
集
を
専
攻
し
た
国
文
科
学
生
。

全
体
に
医
学
部
、
文
学
部
か
ら
の
寄
稿
が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
が
、
国
文
学
の
和
田
謹
吾
が
編
集
委
員
で
あ
っ
た
関
係
で
密
文
科

学
生
の
寄
稿
が
多
い
。
創
作
で
は
医
学
部
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
「
北
大
季
刊
」
は
大
学
か
ら
資
金
が
出
て
い
た
こ
と
も
あ
っ の
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て
活
版
の
総
合
誌
と
し
て
役
割
を
果
た
し
た
。
以
後
は
間
人
誌
時
代
に
な
る
が
、
そ
ん
な
中
で
文
芸
部
が
再
建
さ
れ
た
。

262 編

七

「
序
説
』

文論

創
刊
号
が
出
た
。
前
年
の
六
O
年
安
保
闘
争
の
挫
折
感
が
そ
の
気
運
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
四
一
年
に
文
芸
部
が
廃
部
に
な
っ
て
か
ら
二
O
年
後
に
文
芸
部
創
設
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
野

九
六

(
昭
和
一
一
一
六
)
年
二
月
、

坂
泰
弘
で
悶
文
科
の
四
年
で
あ
っ
た
。
部
創
設
の
動
き
は

れ
て
い
た
。
創
刊
号
の
「
後
記
」
に
は
次
の
よ
う
な
短
い
文
章
が
載
っ
て
い
る
。

九
六
O
年
九
月
頃
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
毎
週
の
よ
う
に
読
書
会
が
も
た

い
ろ
い
ろ
準
備
を
す
す
め
て
き
た
。
「
例
会
」
「
学
習
会
」
(
こ
れ
ま
で
に
「
異
邦

人
」
「
ベ
ス
ト
」
「
文
学
と
は
何
か
」
、
各
月
の
合
評
)
な
ど
を
試
み
た
。

九
月
か
ら
「
文
芸
部
」
を
つ
く
る
た
め
に
、

未
だ
部
と
し
て
の
体
裁
は
充
分
で
は
な
い
が
、

ま
た
、
十
月
の
大
学
祭
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
世
代
の
文
学
」
を
開
催
し
、

一
つ
の
発
表
の
場
と
し
て

応
の
成
果
を
お
さ
め
た
と
思
っ
て
い
る
。

を
発
行
す
る
。
批
判
、
教
示
を
お
願
い
す

る
。
(
後
略
)

こ
の
と
き
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
学
外
の
文
学
愛
好
者
を
招
い
て
盛
会
で
あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
が
雑
誌
発
行
の
気
運
を
も

り
あ
げ
た
と
も
い
え
よ
う
。
創
刊
号
に
は
木
村
順
治
の
「
羽
毛
記
」
、
実
士
口
峯
郎
「
ふ
じ
ば
か
ま
」
、
仙
道
富
士
郎
の
「
聞
い
の
な
か
で
」

な
ど
の
創
作
、
亀
井
秀
雄
「
本
格
小
説
論
覚
え
書
き
」
、
野
坂
幸
弘
の
の
書
」
、
多
海
本
泰
男
の
「
立
原
道
造
論
」
な
ど
の
評
論



の
ほ
か
、
田
村
一
郎
、
榊
原
勝
昭
、
中
原
淳
一
ら
が
詩
を
発
表
し
て
い
る
。
ガ
リ
版
刷
り
七
四
頁
で
あ
っ
た
。
創
刊
号
開
人
名
は
次
の

通
り
。(
学
生
会
員
)
伊
藤
豪
、
佐
藤
啓
爾
、
仙
道
富
士
郎
、
前
田
喜
美
子
、
今
井
泰
子
、
実
士
口
峯
部
、
津
坂
和
子
、
野
坂
幸
弘
、
神
谷
忠

孝
、
大
川
清
司
、
木
村
順
治
、
林
茂
保
、
黒
田
征
、
榊
原
勝
昭
。

(
卒
業
生
会
員
)
田
村
一
郎
、
亀
井
秀
雄
、
多
海
本
泰
男
。

吋
序
説
』
は
二
号
で
終
刊
し
た
が
、
二
号
(
一
九
六
二
年
七
月
)
は
評
論
特
集
で
、
亀
井
秀
雄
「
平
野
謙
の
昭
和
十
年
代
」
、
野
坂
幸

弘
「
開
高
健
論
」
、
田
村
一
郎
「
安
部
公
房
論
」
が
載
っ
て
い
る
。
原
稿
段
階
で
の
同
人
間
士
の
批
評
は
厳
し
く
、
な
か
な
か
載
せ
て

も
ら
え
w

な
か
っ
た
。
編
集
責
任
者
の
高
す
、
ぎ
る
要
求
水
準
も
あ
っ
て
、
二
号
で
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

終
刊
か
ら
三
年
後
に
文
学
部
総
合
雑
誌
と
し
て
吋
胎
動
』
(
一
九
六
五
年
二
月
)
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
資
料
室
に
あ
る
こ

号
か
ら
回
口
す
ま
で
の
文
芸
欄
の
目
次
を
書
い
て
お
く
。

号
(
一
九
六
六
年
二
月
)
(
詩
)
笠
井
嗣
夫
、
(
時
評
)
工
藤
正
広
。

一
一
一
号
(
一
九
六
七
年
二
月
)
(
詩
)

工
藤
正
広
、
高
橋
あ
り
子
。
(
評
論
)
安
藤
和
幸

四
号
(
一
九
六
八
年
六
月
)
(
詩
)
商
冬
子
、
坂
本
敏
夫
。
(
評
論
)
大
堀
精
一
「
吉
本
経
明
論
序
説
」
0

こ
の
ほ
か
に
北
大
雑
誌
刊
行
会
の
「
雄
叫
び
』
が
一
号
(
一
九
六
一
年
十
二
月
)
か
ら
一
O
号
ま
で
を
出
し
て
い
る
。

の
影
保
」
。

J¥ 

「
春
檎
』

戦
後
の
北
大
文
芸
部
が

を
二
号
ま
で
出
し
て
一
九
六
二
年
に
は
活
動
を
終
え
た
あ
と
一
五
年
目
に
北
大
文
芸
部
が
復
活
し
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創
刊
号
(
一
九
七
七
年
七
月
)
か
ら
七
号
(
一
九
八
一
年
一
月
)
ま
で
の
顧
問
は
神
谷
忠
孝
で
、
神
替
が

ド
ネ
シ
ア
大
学
客
員
教
授
と
し
て
日
本
を
離
れ
た
た
め
八
・
九
号
の
顧
問
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
菊
池
田
臼
実
が
つ
と
め
た
。
門

学
部
学
生
の
大
瀧
和
男
、
大
森
和
広
ら
が
中
心
と
な
っ
て
剖
創
刊
さ
れ
、
創
作
で
は
藤
江
郁
夫
(
大
瀧
)
、
北
原
行
人
(
大
森
)
、
青
木
美

線
、
村
岡
英
治
、
詩
で
は
佐
藤
絡
映
、
牧
野
森
太
郎
、
石
本
裕
之
な
ど
が
活
躍
し
た
。
神
谷
は
一
二
号
か
ら
七
口
す
ま
で
「
北
大
に
お
け
る

文
芸
活
動
の
史
的
変
遷
」
を
連
載
し
た
。
「
春
橡
』
は
そ
の
後

た。

と
改
題
さ
れ
て
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

年
時
イ
ン

(
名
、
誉
教
授
)

は
医
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